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教習コースで春の交通安全運動を
毎寸

２
１
２
１
１

建
築
家
の
間
で
も
話
題
を
呼
ぶ
、
ハ
イ
セ
ン
ス
で

近
代
的
な
校
舎
を
持
つ
風
○
国
圃
己
国
言
室
の

沼
国
○
○
Ｆ
（
神
戸
自
動
車
学
院
株
式
会
社
）
。
教

習
、
運
営
、
レ
ク
リ
ェ
イ
シ
ョ
ン
、
い
ず
れ
に
お
い

て
も
、
最
新
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
完
壁
な
ド
ラ
イ

ピ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
習
得
で
き
る
、
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ド
ラ
イ
ブ
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
行
事
と
し
て
、

４
月
過
日
、
属
○
ｍ
ロ
ｐ
固
く
易
の
の
○
輯
○
○
Ｆ
で

は
、
「
マ
マ
さ
ん
原
付
講
習
審
査
区
民
大
会
」
が
、
兵

庫
県
警
主
催
で
開
か
れ
た
。
当
日
は
、
石
田
靖
夫
北

区
区
長
、
村
岡
克
北
区
蕃
察
署
署
長
、
林
粛
一
交
通

安
全
協
会
会
長
、
難
波
次
男
自
家
用
自
動
車
協
会
会

長
、
石
田
敏
子
北
区
婦
人
連
合
会
会
長
と
婦
人
部
川

名
が
出
席
。
開
会
式
を
終
え
、
各
出
席
者
が
訓
示
を

述
べ
た
後
、
婦
人
部
原
付
模
範
走
行
競
技
会
が
開
始

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
婦
人
部
伽
名
そ
れ
ぞ
れ
の
原
付

走
行
を
、
プ
ロ
の
二
輪
指
導
員
が
減
点
方
式
で
採
点

し
、
安
全
性
を
競
う
も
の
。
二
輪
事
故
対
策
運
動
と

し
て
、
県
の
発
案
で
実
施
さ
れ
た
こ
の
競
技
会
、
Ⅷ

名
の
ご
婦
人
方
は
「
基
本
ル
ー
ル
」
と
「
慎
重
さ
」

を
、
充
分
に
確
認
し
た
よ
う
だ
。

競
技
会
後
は
、
兵
庫
県
警
交
通
機
動
隊
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
白
バ
イ
（
剛
Ｃ
Ｃ
）
加
台
、
隊
員

加
名
を
使
用
し
た
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
が
披
露
さ
れ
、
ス

リ
ル
満
点
の
、
夢
の
走
行
に
会
場
か
ら
は
、
思
わ
ず

た
め
息
が
。

兵
庫
県
警
の
、
春
の
交
通
安
全
運
動
に
一
役
か
つ

た
属
○
、
固
口
固
く
Ｈ
ｚ
ｏ
ｍ
ｏ
閏
○
○
Ｆ
で
あ
る
が
、

武
田
繁
次
学
院
長
も
、
「
地
元
の
方
に
は
普
段
、
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
少
し
で
も
お
返
し
が
で

き
れ
ば
…
」
と
、
終
始
催
し
を
熱
心
に
見
学
し
、
安

全
走
行
の
実
態
を
再
認
識
し
て
い
た
様
子
。

口
属
●
同
国
ご
閃
門
司
易
の
、
。
国
。
○
博
（
株
式
会
社

神
戸
自
動
社
学
院
）

〒
師
１
浬
神
戸
市
北
区
緑
町
３
丁
目
６
１
１

両
（
０
７
８
）
５
８
１
‐
１
２
０
７

上段左より／受付けに向うママさんバイク。審査区民大会において選手宣誓が。純重に安全走行を競います。
下段／兵庫県警交通機動隊によるアクロバットの数々。
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蕊灘欝

鶴識

eed i t o r，ｓｅｙｅｅ

ヌートリ．メティックスインターナショナル( ジャパン）

ファッションタウンに、外資系化粧品商社が

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
、
初
の
外
資
系
化
粧

品
商
社
ヌ
ー
ト
リ
・
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
（
ジ
ャ
パ
ン
）
株
式
会
社
が
誕
生
し
た
＠

４
月
６
日
、
正
午
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
建
設

さ
れ
た
ヌ
ー
ト
リ
・
メ
テ
イ
ッ
ク
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
（
ジ
ャ
パ
ン
）
新
社
屋
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
、
お
よ
び
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
ハ
ー
テ

ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、
約
加
名
が
集
っ
た
。
今
回
の
新

築
に
と
も
な
い
、
日
本
支
社
を
、
福
岡
市
よ
り
神
戸

市
に
大
移
動
、
訪
問
販
売
化
粧
品
の
国
際
的
企
業
と

し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
中
心
と
な

る
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
夢
を
託
し
た
わ
け
で
あ

る
。
鬼
塚
喜
八
郎
㈱
ア
シ
ッ
ク
ス
社
長
、
木
口
衛
㈱

ワ
ー
ル
ド
会
長
、
林
宏
子
㈱
シ
ャ
ル
レ
常
務
を
は
じ

め
、
神
戸
各
界
の
代
表
が
、
海
外
か
ら
は
、
ヌ
ー
ト

リ
・
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
創
立

者
、
社
長
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
冒
賦
旨
．
】
・
ノ
ブ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
社
長
冒
吋
．
言
・
ロ
ー
チ
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
総
支
配
人
冒
吋
．
○
．
ロ
リ
ガ
ン
、
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
ラ
ー
ズ
Ｌ
ｔ
ｄ
社
長
巨
園
﹈
・
バ
ン
ク

ス
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
総
支
配
人
冨
吋
、
○
．
タ
ン
ら

が
出
席
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
幕
明
け
と
な

る
。

ヌ
ー
ト
リ
・
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
（
ジ
ャ
パ
ン
）
株
式
会
社
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

内
で
、
栄
養
補
足
食
品
と
ス
キ
ン
ケ
ァ
ー
製
品
を
扱

う
会
社
と
し
て
最
も
古
い
歴
史
を
も
つ
、
ヌ
ー
ト
リ

・
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
日
本
支

社
で
、
本
社
は
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

に
位
置
す
る
。
栄
養
豊
富
な
自
然
の
植
物
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
ス
キ
ン
ケ
ァ
ー
、
美
容
用
品
を
も
と
に
、

創
立
者
、
現
社
長
マ
ル
フ
ォ
ー
ド
Ｊ
・
ノ
ブ
ス
氏
が

抱
く
、
人
類
の
長
寿
に
対
す
る
夢
を
世
界
に
拡
め
て

い
る
。
経
営
理
念
は
、
員
弓
○
国
の
言
勺
の
○
℃
﹈
の
国
の
﹈
己

○
号
の
『
勺
の
○
己
の
ご
「
奉
仕
こ
そ
は
世
界
を
結
ぶ
」

で
あ
る
。

ロ
ヌ
ー
ト
リ
・
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
ジ
ャ
パ
ン
）

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
２
丁
目
３
番
６
責
３
０
２
１
０
７
８
８

３
１
２
１

; 灘《繍繍鱗

…
燕鍵蕊蕊蕊識

灘
愚

左／モニュメントの映える新社屋前で、海外支店代表の面々・右／創立者であり現社長マルフォードＪ・ノブス氏による神戸へのメッセージが。
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登
山
は

ス
ポ
ー
ツ
で
も
な
く

非
道
楽
で
も
な
い
〃
．

Ｆ１

スポーツリレーエッセイ

１
１２４
１

私
は
登
山
は
ス
ポ
ー
ツ
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は

冒
険
の
分
野
に
入
れ
る
も
の
と
思
う
。
ヨ
ッ
ト
で
世
界
一

周
す
る
と
か
、
ヘ
デ
ィ
ン
の
よ
う
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
進

む
と
か
、
河
口
慧
河
の
チ
ベ
ッ
ト
潜
入
と
か
、
ま
た
は
、

役
の
小
角
の
大
峯
山
、
播
隆
和
上
の
、
槍
ガ
岳
、
円
空
の

旅
の
よ
う
に
宗
教
的
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
等

深
入
り
す
る
と
命
を
失
な
う
か
も
知
れ
な
い
と
行
動
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
は
そ
れ
を
超
越
を
し
て
い
る

者
の
み
が
生
き
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て

も
い
か
に
多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
か
、
登

山
と
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
勝
ち
負
け
で

決
着
を
き
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
輩
が
言
う
、
登
山
と
は
道
楽
で
あ
る
。
昔
、
遊
廓
に

登
楼
す
る
、
あ
れ
で
あ
る
。
す
ぐ
抱
か
せ
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
き
や
、
色
々
と
約
束
ご
と
が
あ
り
、
そ
の
上
沢
山

の
お
金
を
取
ら
れ
、
あ
げ
く
の
果
て
に
は
鼻
が
落
ち
、
女

房
に
は
逃
ら
れ
、
親
兄
弟
を
泣
せ
、
身
代
を
潰
し
、
は
て

は
敵
娼
と
心
中
す
る
な
ん
て
の
は
格
好
の
い
い
方
で
、
大

方
は
一
人
寂
し
く
消
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
登

山
も
一
緒
で
、
女
性
か
山
か
、
夜
か
昼
か
の
違
い
で
油
断

を
す
れ
ば
落
ち
て
行
く
パ
タ
ー
ン
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ

る
。
続
け
て
言
う
。
新
聞
等
で
ど
こ
ど
こ
の
隊
は
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
何
々
山
を
征
服
し
た
な
ん
て
見
出
が
出
る
が
、
征
服

と
は
と
ん
で
も
な
い
話
で
、
抱
か
し
て
も
ら
っ
た
ぐ
ら
い

が
関
の
山
、
抱
け
ば
火
傷
で
は
な
く
凍
傷
で
も
お
こ
し
か

ね
な
い
ね
″
ま
っ
た
く
で
あ
る
。

昔
、
岩
登
り
で
秋
北
岳
の
バ
ッ
ト
レ
ス
を
登
っ
て
い

た
。
カ
ッ
コ
イ
イ
青
年
が
可
愛
い
い
女
の
子
を
伴
っ
て
先

行
し
て
い
る
。
女
の
子
は
可
愛
い
い
顔
に
似
ず
技
術
は
下

手
、
あ
ん
の
じ
よ
う
私
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
頭
に
岩
を
落
し

た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
破
れ
、
頭
に
血
が
に
じ
ん
で
い
る
。

可
愛
い
い
の
が
落
石
の
音
に
び
っ
く
り
、
「
Ａ
さ
－
ん
″

岩
を
落
し
ち
ゃ
っ
た
」
。
そ
の
上
か
ら
「
君
″
大
丈
夫
」
。

じ
よ
－
だ
ん
じ
ゃ
な
い
、
そ
の
下
に
い
る
の
で
あ
る
ぞ
。

夏
山
縦
走
路
を
見
る
が
い
い
、
流
行
の
登
山
服
に
身
を

固
め
、
美
声
で
〃
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
〃
な
ん
か
を
歌
っ
て

い
る
の
が
、
ヘ
ッ
チ
ャ
ラ
で
石
を
谷
へ
落
す
の
で
あ
る
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
足
で
石
を
蹴
っ
て
い
る
の
が
い
る
、
見
え

な
い
と
こ
ろ
に
意
識
が
な
い
、
岩
稜
に
岩
が
砕
け
る
音
と

と
も
に
悲
鳴
を
あ
げ
る
声
が
聞
え
る
で
あ
ろ
う
、
ク
ラ
イ

葱勇熟｡爵

絵
と
文

吉
田
義
武
《
鴬
篭
羅
縄
灘
歌
〉
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編
集
の
方
を
な
や
ま
す
で
あ
ろ
う
。

驚 全邑

駿
乃
。 識噌

儲
誼

マ
ー
の
叫
び
声
で
あ
る
。
や
っ
つ
け
ら
れ
る
顔
が
わ
か
れ

ば
死
ん
で
も
化
け
て
出
ら
れ
る
が
、
晴
天
の
露
震
で
は
あ

き
ら
め
き
れ
な
い
・
だ
か
ら
岩
登
り
は
や
め
て
し
ま
っ
た
。

岩
が
駄
目
と
な
れ
ば
、
あ
と
は
冬
山
で
あ
る
、
こ
れ
は

五
十
を
過
ぎ
た
私
に
は
大
変
き
つ
い
、
少
な
い
荷
物
で
も

行
け
る
、
山
小
屋
の
開
い
て
い
る
山
は
数
少
な
い
、
一
人

で
テ
ン
ト
、
炊
事
道
具
一
式
を
持
つ
こ
と
は
も
う
出
来
る

は
ず
が
な
い
。
山
岳
部
の
若
者
に
つ
い
て
行
く
、
こ
れ
が

ま
た
大
変
、
頭
と
口
は
冴
え
て
い
る
が
、
足
の
方
が
反
比

ふ
た
や
室

例
、
テ
ン
ト
場
ま
で
二
山
ぐ
ら
い
は
離
さ
れ
て
い
る
。
汗

と
か
雪
で
濡
れ
た
肌
着
も
昔
は
一
晩
の
体
温
で
乾
か
し
て

い
た
が
、
も
う
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
失
せ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
む
な
し
さ
、
悲
し
さ
、
も
う
来
年
か
ら
は
矩
燐
で
寝

る
″ブ

ー
タ
ン
の
山
へ
登
ら
な
い
か
、
と
さ
そ
い
が
あ
っ

た
。
遠
征
隊
を
出
し
た
い
の
で
、
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
か

繍職; 溌 為

雛 ま
だ
見
ぬ
国
で
あ
り
山
々
で
あ
る
。
古
本
屋
を
漁
っ
て
ブ

ー
タ
ン
と
名
の
付
く
本
は
皆
買
い
集
め
、
皆
さ
ん
に
聞
か

れ
れ
ば
人
文
地
理
の
す
み
ず
み
ま
で
く
わ
し
く
説
明
出
来

る
と
信
じ
て
い
る
。
続
け
て
言
う
「
わ
い
等
も
う
年
や
か

ら
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
ま
で
な
ら
行
け
る
や
ろ
か
ら
、
頂

上
は
若
い
人
に
ま
か
し
て
、
そ
れ
で
い
い
や
な
い
か
」
隣

か
ら
言
わ
れ
て
気
が
つ
い
た
。
も
う
私
は
頂
上
に
登
る
つ

も
り
で
い
る
こ
と
を
。

山
へ
登
る
人
は
い
つ
も
夢
を
見
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
そ
れ
は
登
山
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
の
面

で
も
、
夢
が
少
し
で
も
実
現
す
る
よ
う
に
実
現
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
吹
雪
で
荒
れ
る
稜
線
を

歩
い
た
で
は
な
い
か
、
遭
難
を
起
こ
し
た
時
、
見
ず
知
ら

ず
の
人
々
ま
で
、
皆
ん
な
で
暖
か
く
助
け
て
く
れ
た
で
は

な
い
か
。
そ
れ
に
く
ら
べ
れ
ば
今
の
仕
事
な
ん
か
た
い
し

た
事
で
は
な
い
と
考
え
て
し
ま
う
。

苫群堅R 屯 , ｗ面電藤癖誠需溌

冬の後立山に挑む

く
、
道
楽
で
も
な
い
と
結
論
を
下
し
た
。

で
は
計
れ
な
い
も
の
を
持
っ
て
文
明
、

会
が
あ
れ
ば
次
は
Ａ
型
で
書
き
た
い
。

文
化
を
切
り
開
い
て
い
る
の
だ
か
ら
」

同
志
で
世
間
を
見
お
ろ
し
肩
を
寄
せ
て

は
無
理
な
こ
と
だ
、
そ
の
よ
う
な
人
々

か
奇
人
、
変
人
と
思
っ
て
い
る
人
が
多

の
頭
で
書
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
機

い
れ
ば
い
い
の
だ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
お
金

い
が
、
こ
れ
を
他
人
に
理
解
さ
す
こ
と

（
槽
発
誇
Ｈ
聡
薙
蕊
舞
凍
烏
誕
）

私
は
Ａ
Ｂ
型
で
あ
る
。
ど
う
も
Ｂ
型

も
う
こ
う
な
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
で
も
な

先
輩
が
言
う
。
「
山
へ
登
る
人
間
な
ん
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１２５
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｜
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
’

８
画
や
①
▽

１
１２６
１

凸

●ＬｏｏｋSports.／●
☆
日
本
リ
ー
グ
別
回
記
念

国
際
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
神
戸
大
会

５
月
３
日
（
祝
）
越
知
叩
！

（
女
）
韓
国
ｖ
Ｓ
警
一
チ
カ

（
男
）
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ｖ
Ｓ
日
本
鋼
管

（
於
）
神
戸
市
立
中
央
体
育
館

二
特
別
￥
３
，
５
０
０
（
￥
３
，
０
０
０
）
一
般

￥
２
，
５
０
０
（
￥
２
，
０
０
０
）
筒
校
￥
１
，

３
０
０
（
￥
・
《
、
０
０
０
）
中
学
￥
１
，
０
０

０
（
￥
７
０
０
）
小
学
￥
６
０
０
（
￥
５
０
０
）

Ｆ
何
Ｗ
仰
Ｌ

★
日
中
親
善
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

５
月
３
日
（
祝
）
狸
》
叩
Ｉ

オ
ー
ル
中
国
Ｖ
Ｓ
地
元
選
抜

（
於
）
神
戸
中
央
球
技
場

鳳
燕
料

☆
西
日
本
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
・
準
々
決
勝

５
月
加
日
（
土
）
辿
姉
帥
！

（
於
）
神
戸
中
央
球
技
場

５
月
ｎ
日
（
日
）
哩
弛
、
！

（
於
）
神
戸
総
合
運
動
公
園

口
一
般
大
学
￥
６
０
０
（
￥
５
０
０
）

中
高
￥
３
０
０
（
￥
２
０
０
）

小
学
生
以
下
無
料

﹇
体
際
﹈

☆
西
日
本
イ
ン
カ
レ

５
月
即
日
（
水
）
ｌ
妬
日
（
日
）

（
於
）
県
立
総
合
体
育
館

一
陸
上
競
技
一

☆
国
際
市
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

５
月
Ⅳ
日
（
土
）
焔
姉
㈹
１

１
．
２
部
加
帥
（
男
女
）

３
．
４
部
５
ｍ
（
男
女
）

（
於
）
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

資
料
提
供
／
神
戸
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ッ
イ
ベ

ン
偽
・
推
進
本
部
言
３
３
２
１
４
８
５
９

（

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ｅ
、
ご
胃
駐
、
写
。
唇
ｍ
の
】
の
ｇ
旨
冒

イ
ン
パ
ッ
ク
八
神
戸
ト
ァ
ロ
ー
ド
店
ｖ

f蕊
インパック神戸トアロ
ード店中庭店長

フ
ィ
ラ
・
プ

ラ
ン
ド
の
ワ
ン

シ
ョ
ッ
プ
。
テ

ニ
ス
、
ゴ
ル
フ
、

ス
キ
ー
の
各
ウ

ェ
ア
に
加
え
て

ウ
エ
ス
ト
パ
ッ
ク
や
帽
子
な
ど
の
小
物

ま
で
ズ
ラ
リ
と
揃
う
。
ト
レ
ー
・
ド
マ
ー

ク
の
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
に
加
え
て
最
近
で

は
流
行
を
取
り
入
れ
て
パ
ス
テ
ル
カ
ラ

ー
や
ア
ー
ス
カ
ラ
ー
の
商
品
も
あ
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
イ
ン
パ
ッ
ク
・

ス
ペ
シ
ャ
ル
も
順
次
創
り
出
す
予
定
。

ま
た
全
国
イ
ン
パ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
で
使

え
る
カ
ー
ド
も
あ
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
無
料
で
参
加
で
き
る
。

ロ
イ
ン
パ
ッ
ク
中
央
区
北
長
狭
通
３
１
哩
ｌ
晦
日

縦
ピ
ル
２
Ｆ

茸
３
９
２
‐
０
１
３
１

罫苧‘“
蕊謹

i蕊；
■
見
も
の
・
見
ど
こ
ろ

日
本
リ
ー
グ
別
回
記
念
国
際

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

憩
挿
準
日
本
リ
ー
グ

《
“
》
蔵
》
》
》
峰
桐
》
》
唾

と
韓
国
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
チ
ェ
コ
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
と
の
対
戦
と
な

る
。
２
週
に
わ
た
り
近
畿
、
東
海
、
関

東
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
回
る
も
の
で
、
大

会
の
ト
ッ
プ
を
飾
る
神
戸
で
の
試
合
に

は
関
係
者
の
期
待
も
大
き
い
。

ユ
ニ
チ
カ
、
日
本
鋼
管
と
も
に
永
年

リ
ー
グ
一
部
で
活
躍
し
て
い
る
伝
統
あ

る
チ
ー
ム
。
対
す
る
韓
国
、
ス
ウ
ェ
Ｉ

デ
ン
は
日
本
で
の
拭
合
は
珍
し
く
加
ソ

ウ
ル
で
の
展
望
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う

な
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
る
か
楽
し
み
だ
。
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が
、
そ
の
反
面
で
、
取
り
残
さ
れ
て
老

朽
化
し
た
部
分
が
残
っ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
今
神
戸
は
一
つ
の
大
き
な
岐

路
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
今
後
こ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
か
ら
い
い
方
向
に
進
め
ば
、
こ
の

本
に
書
い
た
〃
神
戸
の
未
来
″
と
い
う

も
の
が
開
か
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
に
は
政
治
、
行
政
、
教
育
な

ど
様
々
な
分
野
で
の
対
応
が
必
要
と
さ

れ
ま
す
。
こ
の
本
は
単
な
る
夢
物
語
と

し
て
で
は
な
く
、
一
つ
の
警
告
と
し
て

読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
時
代
が
急
激
に
変
わ
っ
て
き
て

お
り
、
神
戸
の
場
合
経
済
力
の
落
ち
込

み
、
人
口
の
減
少
、
老
齢
化
問
題
、
活
力

の
減
退
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
て
、
一
つ
の
画
期
的
な
イ
ン

私
が
二
年
前
、
十
五
年
間
の
国
会
生

活
か
ら
一
転
し
て
浪
々
の
身
と
な
り
、

故
郷
・
神
戸
に
戻
り
、
こ
の
機
に
神
戸

の
街
を
隈
な
く
歩
き
ま
し
て
、
ハ
ツ
と

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
非
常
に
明
る
い
部
分
、
神
戸
の
発

展
し
て
い
る
部
分
に
目
が
い
き
ま
し
た

口
著
者
と
の
ひ
と
と
き

二
十
一
世
紀
の
神
戸
を

語
る
石
井
一
さ
ん

こ
の
ほ
ど
前
衆
議
院
議
員
の
石
井
一

さ
ん
が
『
二
十
一
世
紀
・
神
戸
未
来
物

語
』
を
出
版
さ
れ
た
。
全
四
部
構
成
で

イ
ラ
ス
ト
も
ふ
ん
だ
ん
に
入
り
、
平
易

な
文
章
で
神
戸
の
未
来
が
興
味
深
く
書

か
れ
て
い
る
。
著
者
の
石
井
さ
ん
に
、

こ
の
本
の
狙
い
な
ど
を
お
聞
き
し
た
。

自著を語る石井一さん

つ
の
画
期
的
な
イ
ン

ナ
ー
シ
テ
ィ
ー
の

対
策
が
要
求
さ
れ

て
い
る
時
期
で
す

国
際
都
市
と
か
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都

市
、
流
通
産
業
都

市
を
め
ざ
す
に

は
、
神
戸
に
空
港

が
ま
ず
不
可
欠
で

す
し
、
公
害
の
な

い
近
代
的
産
業
の

誘
致
、
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
問

題
が
あ
り
ま
す
、

こ
れ
を
市
民
に
理

解
し
や
す
い
よ
う
に
夢
を
持
た
せ
な
が

ら
、
絵
な
ど
を
た
く
さ
ん
入
れ
ま
し
た
。

実
は
第
一
部
を
最
後
に
書
い
た
わ
け

な
ん
で
す
が
、
こ
れ
が
一
番
難
し
か
っ

た
で
す
ね
。
こ
こ
で
は
、
四
十
年
後
の

二
○
二
五
年
を
想
定
し
、
大
胆
に
市
民

の
生
活
の
一
日
を
描
い
て
み
ま
し
た
。

第
二
部
、
第
三
部
で
は
、
や
や
政
治
、
政

策
的
な
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
に
書
い
て
ま
す
よ
う
に
、
神

戸
は
非
常
に
い
い
特
徴
を
持
っ
て
い
る

街
で
す
ね
。
国
際
性
で
あ
る
と
か
、
時

代
を
先
取
り
す
る
と
い
う
市
民
の
性
格

が
、
北
野
町
界
隈
の
賑
わ
い
、
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
の
発
展
に
反
映
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
反
面
、
土

地
が
狭
い
と
い
う
不
利
な
点
も
あ
り
ま

す
が
、
有
利
な
条
件
を
活
か
し
て
い
く

と
、
神
戸
と
い
う
街
は
二
十
一
世
紀
に

は
、
日
本
で
最
も
世
界
に
通
じ
る
街
、

人
も
物
も
情
報
も
す
べ
て
こ
こ
を
通
っ

て
日
本
列
島
へ
広
が
っ
て
い
く
１
．
と

い
う
の
が
一
番
理
想
的
で
す
が
、
そ
う

い
う
風
に
な
り
う
る
潜
在
力
は
充
分
あ

る
と
思
い
ま
す
。

今
、
神
戸
市
は
、
人
口
別
で
は
全
国

で
第
七
番
目
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私

の
で
き
な
い
経
済
的
な
分
野
で
、
皆
さ

ん
に
も
っ
と
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
明
日
の
神
戸

を
に
な
う
若
い
人
た
ち
に
、
わ
が
街
は

捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
こ
の
本
の
中
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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″
う
ん

頑
張
っ
と
る
〃

ｌ
墓
８
ミ
リ
映
画
が
完
成

ラ
イ
キ
で
電
車
が
動
か
な
い
時
は
歩
い
て
通
勤
し
て
き
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。
「
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
仕
事
が
で
き
る

か
ら
楽
し
い
」
と
い
う
堀
部
さ
ん
の
手
は
堅
く
ゴ
シ
ゴ
シ
と
し
て

い
る
。
妬
年
間
靴
づ
く
り
に
打
ち
こ
ん
で
き
た
職
人
の
手
の
よ
う

で
あ
る
。

ホ
テ
イ
護
護
株
式
会
社
は
創
業
師
年
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ュ
ー

ズ
製
造
会
社
で
昭
和
製
年
か
ら
毎
年
一
人
ぐ
ら
い
づ
っ
養
護
学
校

卒
業
生
を
採
用
し
て
お
り
、
現
在
岨
人
の
障
害
者
が
働
い
て
い
る

他
、
加
名
の
ベ
ト
ナ
ム
難
民
も
受
け
入
れ
て
い
る
。
「
利
潤
の
追

求
だ
け
で
な
く
、
と
も
に
生
き
る
た
め
の
人
間
性
の
調
和
」
が
三

木
公
輔
社
長
を
は
じ
め
、
会
社
全
体
の
経
営
理
念
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。同

運
動
顧
問
の
桧
前
敏
彦
氏
は
「
実
業
界
の
競
争
の
は
げ
し
い

世
界
で
〃
と
も
に
生
き
る
″
と
い
う
理
念
を
実
践
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
は
大
変
う
れ
し
い
。
福
祉
の
世
界
だ
け
で
な
く
、
政

治
や
経
済
の
世
界
で
も
こ
の
理
念
を
生
か
し
て
い
く
の
が
こ
の
運

動
の
目
的
で
す
」
と
撮
影
へ
の
会
社
の
協
力
に
お
礼
を
の
べ
た
。

撮
影
の
計
画
か
ら
編
集
に
い
た
る
作
業
は
す
べ
て
松
本
さ
ん
が

個
人
で
す
す
め
、
制
作
費
も
一
切
を
松
本
さ
ん
が
負
担
し
た
。
ク

ラ
ン
ク
イ
ン
は
昨
年
の
三
月
で
、
こ
の
会
社
で
働
く
堀
部
さ
ん
を

主
人
公
に
プ
ラ
ン
が
練
ら
れ
、
撮
影
は
堀
部
さ
ん
の
家
族
と
ホ
テ

イ
護
護
会
社
の
全
面
的
な
協
力
で
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
フ
ィ
ル
ム

は
堀
部
さ
ん
の
大
好
き
な
大
相
撲
春
場
所
の
観
覧
か
ら
回
り
は
じ

め
、
家
庭
で
の
生
活
の
様
子
、
朝
家
を
出
て
電
車
で
の
通
勤
、
会

ダ
ウ
ン
症
と
い
う
智
恵
お
く
れ
の
青
年
が
ゴ
ム
工
場
で
生
き
生

き
と
働
く
姿
を
描
い
た
８
ミ
リ
映
画
が
こ
の
春
完
成
し
た
。

制
作
者
は
神
戸
小
型
映
画
友
の
会
の
会
員
で
神
戸
市
職
員
の
松

本
一
郎
さ
ん
（
師
歳
）
。
松
本
さ
ん
は
８
ミ
リ
歴
加
数
年
の
キ
ャ
リ

ア
が
あ
り
、
日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

で
も
数
々
の
賞
を
受
賞
し
た
ベ
テ
ラ
ン
の
８
ミ
リ
映
画
作
家
で
あ

る
。
完
成
し
た
作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
「
う
ん
、
頑
張
っ
と
る
」
で

こ
れ
は
こ
の
映
画
の
主
人
公
で
あ
る
堀
部
紀
貴
さ
ん
（
犯
）
の
ロ

グ
セ
を
題
名
に
し
た
と
い
う
。
完
成
し
た
フ
ィ
ル
ム
は
神
戸
市
教

育
会
館
で
の
試
写
会
の
席
で
「
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
」
に
寄

贈
さ
れ
た
。

松
本
さ
ん
は
昭
和
師
年
に
制
作
さ
れ
た
「
小
さ
な
輪
・
大
き
な

輪
」
と
い
う
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
が
進
め
て
い
る
啓
発
映
画

の
撮
影
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
人
で
も
あ
り
、
こ
の
運
動
を
通
し
て

智
恵
お
く
れ
の
人
た
ち
の
問
題
に
は
以
前
か
ら
関
心
が
あ
り
、
こ

の
運
動
の
機
関
紙
で
、
ホ
テ
イ
護
謹
株
式
会
社
（
長
田
区
細
田
町

で
働
く
障
害
者
と
、
障
害
者
を
積
極
的
に
雇
用
し
て
き
た
会
社
の

精
神
に
心
を
ひ
か
れ
、
．
人
で
も
多
く
の
人
た
ち
に
智
恵
お
く

れ
の
人
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
考
え
て
映
画
づ

く
り
を
思
い
つ
い
た
。

堀
部
さ
ん
は
神
戸
市
立
丸
山
学
園
に
入
園
し
、
昭
和
妬
年
に
神

戸
市
立
青
陽
養
護
学
校
を
卒
業
と
同
時
に
ホ
テ
イ
護
誤
株
式
会
社

に
入
社
。
そ
れ
以
来
蛸
年
間
無
遅
刻
、
無
欠
勤
で
製
靴
作
業
に
打

ち
こ
ん
で
き
た
。
風
邪
を
ひ
い
て
も
休
ん
だ
こ
と
が
な
く
、
ス
ト

織
舜

;ん
順菟島とる
☆神戸を福祉の街に

橋
本
明

く
蝿
麺
雑
録
轄
薙
確
誠
〉

１
１３０
１繕

…
霞
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＃

社
で
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
働
く
姿
、
夕
方
帰
宅
後
父
親
や
近
所
の

子
ど
も
た
ち
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
遊
ん
で
い
る
姿
な
ど
が

柔
ら
か
い
ト
ー
ン
で
描
か
れ
て
い
る
。
撮
影
は
松
本
さ
ん
と
堀
部

さ
ん
の
休
日
を
利
用
し
て
行
な
わ
れ
、
会
社
で
の
撮
影
に
は
職
場

の
仲
間
た
ち
も
み
ん
な
が
応
援
し
、
出
演
に
協
力
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
。撮

影
し
た
フ
ィ
ル
ム
は
約
五
時
間
半
に
も
な
り
、
編
集
で
配
分

に
ま
と
め
ら
れ
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
く
す

の
き
グ
ル
ー
プ
」
の
重
松
明
子
さ
ん
が
吹
き
こ
ん
だ
。

制
作
を
終
え
て
松
本
さ
ん
は
「
音
を
入
れ
る
の
に
現
場
で
の
音

を
使
っ
た
の
で
編
集
に
苦
労
を
し
た
の
と
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
何

気
な
く
使
う
言
葉
に
気
を
使
っ
た
」
ぐ
ら
い
で
、
さ
ほ
ど
の
特
別

な
苦
労
と
い
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

百
人
を
越
え
る
人
た
ち
が
つ
め
か
け
た
試
写
会
の
会
場
で
、
松

本
さ
ん
か
ら
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
と
堀
部
さ
ん
へ
フ
ィ
ル
ム

と
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
が
贈
呈
さ
れ
、
同
運
動
か
ら
は
松
本
さ
ん
へ

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
松
本
さ
ん
自
身
の
手
で
上
映
さ
れ
た
こ
の

作
品
に
、
試
写
会
終
了
後
さ
っ
そ
く
貸
出
し
の
希
望
が
続
い
て
い

た
。「

う
ん
、
頑
張
っ
と
る
」
は
８
ミ
リ
と
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
（
Ｖ
Ｈ

Ｓ
と
ベ
ー
タ
ー
）
が
あ
る
の
で
貸
出
し
希
望
者
は
左
記
へ
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。
無
料
。

☆
「
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
」
本
部

〒
閲
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六
。
神
戸
国
際
会
館

一
階
。
電
話
（
二
五
一
）
八
一
六
一
内
線
三
一
六
。

鰯
ｐ
ｂ

; 雛

131

上／百人を越す人たちがつめかけた試写会場、中／「うん頑張っとる」の一コマから
下右／映写の準備をする制作者の松本さん、下左／試写会で丸山学園時代の恩師から花
束を魁られる堀部さん、後ろはお父さん

蕊

浄準
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癖
”
織
織
．

、
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Ｉ
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》
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‘
洪
‘
・
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灘
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銀水荘

☆
わ
た
し
と
有
馬

時
計
を
外
す
と

有
馬
の
魅
力
が
分
る

新
谷
英
子
八
彫
刻
家
Ｖ

私
は
有
馬
温
泉
と
は
随
分
と
ご
縁
が

あ
る
ん
で
す
。
有
馬
温
泉
の
玄
関
口
と

も
い
え
る
「
ゆ
け
む
り
広
場
」
。
そ
こ

に
有
馬
温
泉
ゆ
か
り
の
人
物
・
太
閤
秀

吉
像
が
あ
り
ま
す
が
請
こ
の
ブ
ロ
ン
ズ

像
を
私
が
造
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
以
降
、
有
馬
温
泉
は
私
に
と

っ
て
す
ご
く
身
近
か
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

私
が
子
供
の
頃
、
周
囲
の
年
配
の
方

や
知
り
合
い
の
方
た
ち
が
、
湯
治
を
目

的
に
、
有
馬
温
泉
へ
行
く
の
を
見
る
に

つ
け
、
や
は
り
温
泉
は
年
寄
り
の
行
く

と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
今
回
の
お
仕
事
が
縁
で
有
馬
温

泉
へ
行
く
よ
う
に
な
る
と
、
ど
う
し
て

今
ま
で
に
も
っ
と
行
か
な
か
っ
た
の
か

年

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
の
有
馬
は
、
普
段
の
忙

し
さ
か
ら
逃
が
れ
て
、
心
身
と
も
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
〃
と
っ
て
お
き
の
場

所
″
で
す
。
そ
う
、
気
分
転
換
の
場
、

ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
を
楽
し
む
場
所
だ
と
い

え
ま
す
。

有
馬
温
泉
全
体
が
も
っ
て
い
る
空
気

と
い
い
ま
す
か
、
静
か
な
た
た
ず
ま
い

と
い
い
ま
す
か
、
全
体
の
雰
囲
気
、
こ

れ
が
素
敵
な
ん
で
す
ね
。
雰
囲
気
も
広

い
意
味
で
風
景
で
す
が
、
い
わ
ば
膚
か

ら
感
じ
取
る
も
の
。
情
緒
、
雰
囲
気
、

そ
ぞ
ろ
歩
き
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分

こ
れ
が
有
馬
温
泉
の
持
ち
味
で
す
。

私
は
国
内
の
温
泉
地
だ
け
で
は
な
く

オ
ー
ス
ト
リ
ア
郊
外
の
バ
ー
デ
ン
バ
ー

デ
ン
、
ま
た
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
郊
外

の
温
泉
地
な
ど
へ
も
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
日
本
の
場
合
、
温
泉
と
い
う

と
昔
か
ら
湯
治
と
い
う
意
味
合
い
が
強

い
の
で
す
が
、
外
国
の
場
合
、
レ
ジ
ャ

ー
と
い
う
感
じ
が
強
い
で
す
ね
。
た
と

え
ば
ド
ラ
イ
ブ
の
途
中
に
寄
っ
て
み
る

と
か
。
勿
論
、
宿
泊
施
設
も
あ
る
の
で

す
が
、
大
人
の
空
間
と
い
い
ま
す
か
、

カ
ジ
ノ
が
あ
っ
た
り
、
プ
ー
ル
が
あ
っ

た
り
、
保
養
地
な
ん
で
す
ね
。
で
も
、

日
本
で
も
そ
う
い
う
傾
向
が
強
く
な
っ

て
い
ま
す
。
有
馬
温
泉
も
最
近
は
若
い

女
性
客
が
増
え
て
来
て
い
る
そ
う
で
す

１
１３２
１

別館楽山

TEL(078)904-0731ＴＥＬ(078)904-0675
ＴＥＬＥＸ５６２７－１１５

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり
味に集う

庖 紬
TEL(078)903-1.024

*遮りの億＄勲鮒坊

有馬の歴史を語り続ける｢ いで湖の宿」 自然の恵みを
湯けむりに伝える

静寂さにつつまれた
くつろぎの宿
国際観光旅館

陵楓閣 古糸瓜別館
TEL(078)904-3656

政府笠録国際観光旅館

火薬
ＴＥＬ(078) 9 0 4 - 0 6 2 2
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雅ただようくつろぎの館

中･ 舞認減
ＴＥＬ(078)904-0781

結婚式場を完備しています

鰯伝統と楕式を論‘
冬煮
I 詞陽間
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹

ね
。
気
軽
に
楽
し
む
レ
ジ
ャ
ー
に
な
っ

て
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。

話
が
温
泉
か
ら
外
れ
ま
す
が
、
絵
を

描
く
姿
勢
も
最
近
は
変
っ
て
来
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
文
化
の
高
揚
だ
と
か
、

芸
術
を
極
め
よ
う
と
、
正
に
血
の
惨
む

努
力
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
は
、

誰
で
も
が
軽
い
気
持
ち
で
、
い
わ
ば
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
絵
を
描
く
と
い
う

風
潮
が
あ
り
ま
す
ね
。
勿
論
、
絵
の
専

門
家
と
ア
マ
チ
ュ
ア
と
の
違
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
層
が
広
が
っ
て

行
く
反
面
、
深
味
に
は
欠
け
ま
す
。
誰

に
で
も
出
来
ま
す
よ
、
と
い
う
反
面
、

芸
術
の
厳
し
さ
と
か
、
何
を
追
求
す
る

の
か
と
い
う
姿
勢
が
抜
け
て
し
ま
う
。

温
泉
に
つ
い
て
も
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
あ
る
の
じ
や
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

太閤秀吉像の前で新谷英子さん（右）

若
い
人
に
温
泉
愛
好
者
が
増
え
て
い

る
の
は
い
い
こ
と
な
ん
で
す
が
、
表
面

的
な
ム
ー
ド
だ
け
で
流
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
本
当
の
情
緒
あ
る
味
わ
い
を
ぜ

ひ
と
も
知
っ
て
貰
い
た
い
で
す
ね
。

温
泉
町
自
体
も
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
変
化
し
て
来
て
い
ま
す
が
、
有
馬
温

泉
は
い
つ
ま
で
も
浴
衣
と
下
駄
ば
き
が

似
合
う
町
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

私
は
有
馬
温
泉
全
体
の
雰
囲
気
が
好

き
で
す
が
、
と
く
に
古
い
た
た
ず
ま
い

の
あ
る
坂
道
（
両
側
が
商
店
に
な
っ
て

い
ま
す
）
、
温
泉
寺
へ
の
苔
む
し
た
石
段

な
ど
に
往
時
を
偲
ん
だ
り
し
ま
す
。

春
は
善
福
寺
の
し
だ
れ
桜
、
夏
は
念

仏
寺
の
裟
羅
の
花
、
秋
は
瑞
宝
寺
跡
公

園
の
紅
葉
、
そ
し
て
冬
は
雪
に
矩
鮭
に

お
湯
と
、
ま
る
で
文
字
通
り
の
観
光
案

内
で
す
が
（
笑
）
、
有
馬
温
泉
の
魅
力
は

四
季
折
々
の
表
情
が
楽
し
め
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

細
い
小
路
の
奥
に
ポ
カ
ッ
と
思
い
掛

け
な
い
景
色
が
あ
っ
た
り
、
見
る
角
度

に
よ
っ
て
幾
通
り
も
の
風
景
が
楽
し
め

る
の
も
魅
力
で
す
。
地
図
を
片
手
に
歩

く
よ
り
も
、
ぷ
ら
ぶ
ら
歩
き
の
似
合
う

町
、
歩
け
ば
歩
く
ほ
ど
街
が
広
が
っ
て

行
く
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

有
馬
温
泉
の
よ
さ
を
知
る
に
は
、
時

計
を
外
し
て
み
る
こ
と
。
そ
う
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
談
）

欽山は典雅な 敷地内から海きでる
日本最古の逼晶"有脇温泉”

阪急ホテルチェーン

何馬腫ゴL 一万1 冠テル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と菰芸と遊技期

有馬へルス値ン4 顧一
ＴＥＬ(078)904-2291

会談ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づ糖で
有島グランドホテル

ＴＥＬ(078)90 4 - 0 1 8 1

簿欽山
日本風の館です

ＴＥＬ(078)904-0701㈹

国際観光旅館１
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葱
皿
驚

■

ン
ス
ま
で
来
て
今
さ
ら
農
家
の
仕
事
を
す
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
数
日
後
ピ
ッ
チ
で
パ
リ
ま
で
歩
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
又
見

る
も
の
見
る
も
の
芸
術
的
な
に
お
い
が
あ
り
私
は
一
気
に
パ
リ
人

に
な
ろ
う
と
つ
と
め
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
紙
、
つ
つ
み
紙
に
な
ん
で

も
絵
を
描
き
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
近
く
の
空
地
に
ロ
ー
プ
を
は
り
展

示
し
ま
し
た
。
空
地
は
見
る
見
る
う
ち
に
私
の
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト

ペ
ン
テ
ン
グ
の
展
示
場
に
な
り
、
旅
行
者
が
や
た
ら
に
よ
っ
て
来

ま
し
た
。
夕
方
に
な
る
と
酒
場
で
歌
っ
た
り
、
又
ハ
プ
ニ
ン
グ
が

あ
っ
た
り
、
こ
ん
な
こ
と
が
数
カ
月
間
も
つ
づ
き
、
こ
の
こ
と
が

や
み
つ
き
に
な
り
ま
し
た
。
小
銭
が
入
る
と
小
さ
な
ア
パ
ー
ト
を

借
り
、
そ
こ
で
狂
っ
た
よ
う
に
作
品
を
作
り
ま
し
た
。
一
一
○
○
以

上
も
あ
る
と
い
う
多
く
の
画
廊
へ
手
に
か
か
え
き
れ
な
い
ほ
ど
作

品
を
は
こ
び
、
買
っ
て
も
ら
お
う
と
し
ま
し
た
が
、
ど
こ
も
断
わ

ら
れ
、
や
っ
ぱ
り
道
路
に
な
ら
べ
た
り
し
て
売
り
ま
し
た
。
頭
は

チ
ョ
ン
マ
ゲ
に
な
り
私
の
ま
わ
り
に
は
い
つ
も
五
－
六
人
の
人
が

お
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
ア

ラ
ブ
人
と
や
っ
ぱ
り
金
の
な
い
芸
術
家
で
し
た
。
そ
れ
で
も
私
が

一
番
収
入
が
あ
っ
た
の
で
こ
れ
ら
の
人
達
と
一
緒
に
生
活
が
出
来

ま
し
た
。
こ
の
間
に
多
く
の
日
本
人
に
も
会
い
〃
君
そ
ん
な
こ
と

ば
か
り
し
て
い
て
は
も
う
一
生
涯
日
本
に
帰
れ
な
い
身
に
な
り
ま

す
よ
″
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
が
他
の
芸
術
家
と
違
っ
て
い
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
の
人
達
は

売
絵
の
た
め
に
パ
リ
を
描
き
、
な
ん
と
な
く
芸
術
家
ら
し
い
ツ
ー

リ
ス
ト
用
の
芸
術
家
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
一
番
変
っ
た
ア

歯
‐も

う
今
か
ら
二
十
三
’
四
年
前
の
こ
と
で
す
。
私
は
ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
や
中
近
東
を
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
の
旅
を
つ
づ
け

て
お
り
ま
し
た
。
毎
日
が
見
る
こ
と
知
る
こ
と
す
べ
て
が
雑
き
の

連
続
で
し
た
。
鉄
道
は
お
金
の
か
わ
り
に
切
手
や
ス
ケ
ッ
チ
で
払

い
ま
し
た
。
バ
ス
は
お
金
を
払
わ
な
い
人
は
外
に
つ
か
ま
り
何
日

も
何
日
も
ヨ
ル
ダ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
を
通
り
ぬ
け
ま
し
た
。
食
事
は

な
ん
で
も
た
べ
ら
れ
る
も
の
は
ロ
に
入
れ
ま
し
た
、
イ
ス
タ
ン
ブ

ー
ル
に
着
い
た
時
に
人
々
の
顔
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
見
え
て
来
ま

し
た
。
そ
の
日
そ
の
日
の
生
活
の
た
め
歌
を
う
た
っ
た
り
、
踊
り

を
し
た
り
、
道
路
に
絵
を
描
き
ま
し
た
が
人
ば
か
り
集
ま
り
、
お

金
は
ま
っ
た
く
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
タ
リ
ア
に
入
っ
て
ま

も
な
く
道
路
で
描
い
て
い
た
時
に
、
だ
れ
か
が
カ
チ
ャ
ン
と
お
金

を
な
げ
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
日
に
何
度
か
あ
り
、
そ
れ
を
あ

つ
め
る
と
一
本
の
パ
ン
と
ミ
ル
ク
が
買
え
ま
し
た
。

ビ
ネ
チ
ヤ
で
は
、
フ
ン
デ
ル
ド
・
ワ
ッ
サ
ー
の
ア
ト
リ
エ
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ン
デ
ル
が
自
分
の
ア
ト
リ
エ
が
、
パ
リ

よ
り
二
○
○
キ
ロ
離
れ
た
ノ
ン
ギ
ャ
ン
の
田
舎
に
あ
る
と
言
う
の

で
、
一
週
間
も
か
か
り
ピ
ッ
チ
で
こ
の
農
家
の
ア
ト
リ
エ
を
見
つ

け
ま
し
た
。
ア
ト
リ
エ
と
言
う
よ
り
人
が
住
め
る
よ
う
な
所
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
な
り
の
農
家
の
人
が
私
の
家
の
仕
事

を
手
伝
う
な
ら
ば
生
涯
こ
こ
に
住
み
な
さ
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
農
家
に
生
れ
た
自
分
は
子
供
の
頃
よ
り
牛
の
よ
う
に
畑
、
山

仕
事
を
さ
せ
ら
れ
、
と
う
と
う
中
学
を
出
た
年
に
実
家
に
住
む
こ

と
や
め
て
画
家
に
な
ろ
う
と
東
京
に
出
て
来
た
か
ら
で
す
。
フ
ラ

唾

歌
と
絵
と
踊
り
に

あ
ふ
れ
た
日
々

☆
出
会
い
の
旅

鏑
中
島
由
夫

〈
画
家
〉

１
１３４
１

曹
望
■
劉
圃
鑑

臼！
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１
１３５
１

削

囲国

ブ
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
絵
を
描
き
、
日
本
の
歌
も
わ
か
ら
な
い
の
に
日

本
語
で
〃
ウ
エ
オ
ム
イ
テ
ァ
ル
コ
オ
″
な
ど
を
く
り
か
え
し
て
お

り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
は
と
く
に
こ
ん
な
私
に
も
い
や
が
る
顔

を
見
せ
ず
小
銭
の
チ
ッ
プ
を
め
ぐ
ん
だ
の
で
し
た
。
私
は
数
カ
月

後
に
は
す
っ
か
り
パ
リ
に
な
じ
み
又
同
時
に
パ
リ
を
去
り
た
い
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
仲
間
の
芸
術
家
を
残
し
一
人
イ
ギ
リ
ス

に
向
か
い
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
、
ハ
イ
デ
ン
パ
ァ
ー
ク
で
は
パ
リ

の
よ
う
に
い
か
ず
私
の
ま
わ
り
は
人
の
山
で
し
た
が
、
そ
の
日
の

内
に
ポ
リ
ス
に
つ
か
ま
り
こ
こ
で
は
無
断
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
し
た

り
、
絵
を
描
い
た
り
、
踊
っ
た
り
し
て
は
だ
め
だ
と
言
わ
れ
こ
こ

を
追
わ
れ
ま
し
た
。
何
日
も
何
日
も
歩
き
エ
ジ
ン
バ
ラ
の
方
に
来

た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、
ハ
ン
ノ
ラ

バ
、
ベ
ル
リ
ン
と
ド
イ
ツ
は
ど
こ
に
い
っ
て
も
ポ
リ
ス
が
私
を
追

い
出
し
こ
の
よ
う
な
大
道
芸
人
、
道
路
画
家
は
人
が
集
ま
る
こ
と

で
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
着
い

た
時
に
招
待
さ
れ
た
ダ
ニ
エ
ル
。
ゴ
オ
ル
デ
ン
の
ア
ト
リ
エ
を
無

料
で
借
り
ま
し
た
。
国
立
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
・
ア
カ
デ
ミ
ィ
は
教
室

は
あ
た
え
ら
れ
た
が
今
ま
で
の
旅
の
印
象
が
強
く
、
学
校
で
絵
を

描
く
と
い
う
状
態
に
は
な
か
な
か
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ダ
ニ
エ

ル
の
ア
ト
リ
エ
に
沢
山
の
キ
ャ
ン
バ
ス
と
絵
具
が
運
ば
れ
私
は
何

日
も
何
日
も
作
品
を
描
き
つ
づ
け
ま
し
た
。
そ
の
年
一
九
六
四
年

第
一
回
の
個
展
が
十
二
月
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
美
術
家
ホ
ー
ル
画
廊
０

４
で
開
催
、
こ
の
個
展
を
機
に
日
本
人
で
初
め
て
（
こ
こ
二
○
年

間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
）
一
○
○
を
こ
え
る
個
展
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
七
二
年
日
動
画
廊
は
一
○
年
ぶ
り
の
日
本
帰
国
に
渋
谷
東

急
文
化
会
館
の
全
館
に
三
八
○
点
と
い
う
私
の
作
品
を
展
示
、
絵

画
ブ
ー
ム
の
年
な
の
に
故
長
谷
川
仁
社
長
は
一
点
の
作
品
も
売
ろ

う
と
せ
ず
、
再
び
中
島
由
夫
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
に
出
し
ま
し
た
。

マ
ル
モ
国
立
博
物
館
は
私
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
二
○
年
を
記
念
し

″
自
由
の
烏
″
の
モ
ニ
メ
ン
ト
を
永
久
所
蔵
と
し
て
二
年
八
カ
月
、

八
ト
ン
の
御
影
黒
石
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
今
年
は
ま
た
妻
の
生

ま
れ
た
地
神
戸
で
さ
ん
ち
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
海
文
堂
画
廊
の
個
展

が
あ
り
日
本
へ
帰
国
し
ま
し
た
。
い
つ
か
は
神
戸
に
ア
ト
リ
エ
を

作
る
の
が
夢
で
も
あ
り
ま
す
。

i 鄭唾唾盤

マルモ国立博物館に置かれた‘‘自由の鳥，，の前で（左）スウェーデンでは太陽が本当に貴重、一年のほとんどに氷河に囲まれる
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みんなのものが､ ひとつとなるために

ｅ
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
誕
生

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
米
国
人
宣
教
師

，
。
Ｃ
・
グ
リ
ー
ン
が
一
八
七
四
年
に

設
立
し
た
神
戸
教
会
が
基
盤
と
な
っ
て

い
ま
す
。
彼
の
果
た
し
た
役
割
に
は
文

化
的
要
素
が
大
き
く
、
多
く
の
日
本
人

に
異
文
化
に
融
れ
る
場
を
与
え
よ
う
と

し
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
の
手
段
と
し

て
英
語
教
育
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
も

ち
ろ
ん
背
後
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道

の
意
図
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
学
校
教

育
、
女
子
教
育
、
幼
児
教
育
、
社
会
教

育
な
ど
様
々
の
種
が
ま
か
れ
て
い
ま

す
。そ

の
後
一
八
八
六
年
五
月
、
会
長
に

原
田
助
を
た
て
、
神
戸
基
督
教
徒
青
年

会
が
発
会
、
同
六
月
神
戸
英
語
学
会
の

設
立
に
い
た
り
、
現
在
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
へ

と
実
を
結
ん
で
い
る
の
で
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

環
境
の
も
と
で
・
・
・

現
在
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
世
界
閉
力
国
、
日

本
国
内
で
は
鉦
都
市
、
肥
ヵ
所
に
及
び

「
青
年
を
キ
リ
ス
ト
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
に
精
神
性
の
高
い
生
き
方
を

求
め
て
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
世
界

各
地
に
よ
っ
て
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
、
い
く
つ
か
の
形
態
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
特
徴
は
進
学

教
育
が
他
諸
国
に
比
べ
て
発
展
し
て
い

る
点
で
し
ょ
う
。
中
・
高
校
の
補
助
教

育
や
予
備
校
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

な
ど
は
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
問
題

か
ら
派
生
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、

阪崎健治朗氏

神戸ＹＭ＠Ａ創立１００周年
第二世紀への船出

神戸ＹＭＣＡ創立1 0 0 周年
記念事務局長･ 神戸ＹＭＣＡ創立1 0 0 周年記念事務局長阪崎健治朗氏に聞く

SＩＮＣＥ
１８ＢＣ

会
員
の
層
も
０
歳
か
ら
帥
歳
代
ま
で

と
幅
広
く
、
神
戸
の
土
地
柄
の
た
め
で

し
ょ
う
か
、
外
人
の
方
の
占
め
る
割
合

も
随
分
大
き
い
で
す
ね
。
各
種
の
行
事

の
際
に
も
参
加
さ
れ
て
日
本
人
の
方
と

の
交
流
も
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の
意
味

で
は
自
然
に
国
際
性
が
身
に
つ
く
と
い

っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

●
第
二
世
紀
へ
向
け
て
ｌ
今
後
の
展
開

私
た
ち
の
運
動
が
皿
年
間
続
け
ら
れ

た
意
味
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
人
が
人 2 0 年目を迎えたシアトル神戸ユースチェンジ

誼

６
１
３
１
１

青
年
教
育
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
い
ま

す
。

キ
ャ
ン
プ
活
動
も
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
大
き

な
特
徴
で
す
が
、
活
動
を
通
じ
て
野
外

に
お
け
る
教
育
理
念
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
特
に
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
日
本
に
お

け
る
野
外
活
動
、
キ
ャ
ン
プ
で
も
先
駆

的
な
役
割
を
果
た
し
既
に
卵
年
以
上
の

伝
統
を
も
っ
て
い
ま
す
。
自
然
の
中
で

過
ご
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
参
加
す
る
子

供
た
ち
、
そ
し
て
キ
ャ
ン
プ
に
携
わ
っ

て
い
る
人
々
に
も
、
よ
り
よ
い
教
育
が

与
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

神戸
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～言采会と 1 乍又発表会～朝比奈千足
１０月2 5 日( 土）１８時会場：神戸文化中ホール
対象：幼児・小学生とそのご家族
入場料：5 0 0 円

●神戸国際青年平和会議
１１月22日(土)～25日（火）
会場：神戸国際会議場及び神戸ＹＭＣＡ
テーマ：「平和への挑戦」～かけがえのない命を守るために～

方
法
も
必
要
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
健
康
問
題
。
身
体
的
な
健
康

と
心
の
健
康
と
を
、
同
次
元
で
考
え
て

い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
り
出
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
〃
ウ
ェ

ル
ネ
ス
″
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

最
後
に
国
際
。
我
々
の
心
の
中
に
あ

る
国
際
性
を
い
か
に
開
発
し
て
い
く

か
、
と
い
う
点
で
交
流
、
理
解
教
育
協

力
等
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
創
り
出
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。

皿
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
／
神
戸
市
中
央
区
加
納
町
２
‐

７
１
幅
貧
（
０
７
８
）
２
４
１
１
７
２
０
１

東敦子

●創立1 0 0 周年記念日礼拝と講演会
５月８日（木）１８時半会場；神戸ＹＭＣＡ
１部：礼拝
２部：特別記念講演「輝ける星の如く」

竹中正夫氏（同志社大学神学部教授）
●ハンドベルフェスティバル

６月2 1 日( 土）１４時会場：川崎製鉄西山記念館
出演：神戸ＹＭＣＡハンドベルクワィア。

母と子のグループ・ちとせ幼稚園母の会グループ
入場料：無料

●兄弟関係ＹＭＣＡ友好会議
１０月４日( 土）９時半会場：神戸国際会議場
創立1 0 0 周年記念式典及びレセプション
☆記念式典「音と映像で綴る1 0 0 年／」
１０月４日( 土）１５時会場：神戸国際会議場
☆感謝レセプション
１０月４日( 土）１６時4 5 分会場：神戸ポートピアホテル

剛
年
を
迎
え
、
新
た
に
今
後
の
方
向

を
考
え
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
第
一
に
教

育
。
い
じ
め
や
実
力
格
差
の
問
題
が
続

く
中
、
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言

す
る
研
究
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
生
涯
学
習
の
た
め
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
考
え
て
い
き
た
い
で

す
ね
。二

つ
め
は
福
祉
。
今
ま
で
の
福
祉
認

識
は
老
人
や
身
障
者
等
に
対
す
る
イ
メ

ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
全
て

の
人
に
福
祉
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。
新
し
い
対
応
の

を
呼
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
剛
年
の
輪
を
作

っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
企
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
会
員
の
方
や
一
般
社
会
の
欲
求

に
応
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
参
加
者
の
増
え
る
こ
と
に

よ
り
定
着
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果

続
い
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
英
語
教
育

で
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
で
あ
り
、
体
育
活

動
で
あ
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
俗
に
い

う
〃
人
垣
″
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
現
在
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●平和への讃歌～講演と音楽の夕べ～
１０月2 5 日( 土）１８時半

会場：神戸文化大ホール
第１部：講演「平和への挑戦」黒柳徹子
第２部：音楽会「平和への讃歌」

独唱・東敦子
演奏神戸ブイルハーモニック
合唱神戸中央合唱団
指揮朝比奈千足

中村仁策
入場料：2 , 0 0 0 円（中学生以上）

●平和ってなあんだ
～音楽会と作文発表会～

１０月2 5 日( 土）１８時会場：神戸文化中
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